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(54)【発明の名称】 表示装置

(57)【要約】
【課題】  表示解像度が高くなっても信号線の総数が増
えることがない表示装置を提供する。
【解決手段】  液晶表示装置は、Ｘ方向に列設される複
数の信号線Ｓ1～Ｓmと、Ｙ方向に列設される複数の走査
線Ｇ1～Ｇnと、信号線および走査線の各交点付近に列設
される複数の表示画素部１と、信号線Ｓ1～Ｓmを駆動す
る信号線駆動回路２と、走査線Ｇ1～Ｇnを駆動する走査
線駆動回路３とを備えている。各表示画素部１は、画素
電極５と、画素電極５に接続される書き込みＴＦＴ６
と、書き込みＴＦＴ６のゲート電圧を制御するデコーダ
部７とを有する。デコーダ部７により、複数の走査線の
論理に応じて信号線からのデータを取り込むため、複数
の表示画素部１で同一の信号線を共用できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】マトリクス状に配置され、少なくとも表示
素子を備えた複数の表示画素部と、
２以上の所定数の前記表示画素部毎に共通に配置される
複数の接続配線と、
前記接続配線を介して前記表示画素部にデータを供給す
る信号線駆動回路と、を備え、
前記表示画素部のそれぞれは、対応する前記データを前
記表示素子に供給するデコード回路を有することを特徴
とする表示装置。
【請求項２】前記表示装置は、前記表示画素部の列毎に
前記接続配線と接続する信号線を有することを特徴とす
る請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】前記表示装置は、前記所定数の前記表示画
素部の列毎に前記接続配線と接続する信号線を有するこ
とを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】前記デコード回路はそれぞれ、前記表示画
素部の各列ごとに、同一の前記接続配線からの前記デー
タが供給される前記所定数の表示画素部を組として、異
なる組の前記表示画素部を一つずつ同時に選択すること
を特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の表示装
置。
【請求項５】前記所定数の表示画素部の各々は、それぞ
れ表示面積が異なる表示画素部を有することを特徴とす
る請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】マトリクス状に配置され、少なくとも表示
素子を備えた複数の表示画素部と、
所定数の前記表示画素部毎に共通に配置される複数の接
続配線と、
前記接続配線を介して前記表示画素部にデータを供給す
る信号線駆動回路と、を備え、
前記表示画素部のそれぞれは、
画素データに対応するデータを格納するメモリ部と、前
記メモリ部に格納されたデータに応じた表示を行う表示
部と、前記メモリ部にデータを格納するか否かを選択す
るデコーダ部と、を有する複数の副画素部を有し、
同一の前記表示画素部内の前記複数の副画素部には同一
の前記接続配線からのデータが供給されることを特徴と
する表示装置。
【請求項７】同一の前記表示画素部内の前記複数の副画
素部のそれぞれに対応して、同一の前記接続配線から枝
分かれした信号線が設けられることを特徴とする請求項
６に記載の表示装置。
【請求項８】前記接続配線は、前記表示画素部ごとに設
けられ、
同一の前記表示画素部内の前記複数の副画素部はそれぞ
れ、対応する前記接続配線からデータの供給を受けるこ
とを特徴とする請求項６に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】本発明は、アクティブマトリ
クス型表示装置に関し、液晶表示装置やＥＬ表示装置な
どを対象とする。
【０００２】
【従来の技術】最近、液晶表示装置の製造技術が格段に
進展したこともあり、オフィスや家庭で用いるコンピュ
ータや携帯電話等の電子機器用表示装置として、液晶表
示装置が一般的に用いられるようになってきた。
【０００３】また、有機ＥＬ表示装置も、構造が簡易で
液晶表示装置のような残像もないことから、盛んに開発
が行われている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】これら表示装置の表示
解像度は次第に高くなる傾向にあるが、表示装置の表示
解像度が高くなるほど、信号線の数が増える。このた
め、各配線パターン間の距離が短くなり、ノイズやクロ
ストークなどの影響を受けやすくなる。駆動回路をガラ
ス基板上に一体形成しない表示装置においては、駆動回
路を実装するのにＴＣＰ等が用いられるが、信号線数の
増大に伴いＴＣＰの接続端子のピッチも狭くなり、駆動
回路の実装が困難になる。
【０００５】本発明は、このような点に鑑みてなされた
ものであり、その目的は、表示解像度が高くなっても表
示パネルの接続端子総数が増えることがない表示装置を
提供することにある。また、ノイズやクロストークなど
の影響による表示不良の発生の抑制された表示装置を提
供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上述した課題を解決する
ために、本発明は、マトリクス状に配置され、少なくと
も表示素子を備えた複数の表示画素部と、２以上の所定
数の前記表示画素部毎に共通に配置される複数の接続配
線と、前記接続配線を介して前記表示画素部にデータを
供給する信号線駆動回路と、を備え、前記表示画素部の
それぞれは、対応する前記データを前記表示素子に供給
するデコード回路を有する。
【０００７】本発明では、デコード回路により信号線の
振り分けを行うため、複数の表示画素部が同一の信号線
を共用でき、信号線の数を削減できるとともに、実装も
容易になる。
【０００８】また、本発明は、マトリクス状に配置さ
れ、少なくとも表示素子を備えた複数の表示画素部と、
所定数の前記表示画素部毎に共通に配置される複数の接
続配線と、前記接続配線を介して前記表示画素部にデー
タを供給する信号線駆動回路と、を備え、前記表示画素
部のそれぞれは、画素データに対応するデータを格納す
るメモリ部と、前記メモリ部に格納されたデータに応じ
た表示を行う表示部と、前記メモリ部にデータを格納す
るか否かを選択するデコーダ部と、を有する複数の副画
素部を有し、同一の前記表示画素部内の前記複数の副画
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3
素部には同一の前記接続配線からのデータが供給され
る。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、本発明に係る表示装置につ
いて、図面を参照しながら具体的に説明する。
（第１の実施形態）図１は本発明に係る表示装置の第１
の実施形態である液晶表示装置の概略構成を示すブロッ
ク図である。液晶表示装置は、表示パネルと、表示パネ
ルを駆動する駆動回路が配置された駆動回路基板と、表
示パネルと駆動回路基板とを接続するフレキシブル配線
基板とにより構成される。図１の液晶表示パネルは、Ｘ
方向に列設される複数の信号線Ｓ1～Ｓmと、Ｙ方向に列
設される複数の走査線Ｇ1～Ｇnと、信号線および走査線
の各交点付近に列設される複数の表示画素部１と、信号
線Ｓ1～Ｓmを駆動する信号線駆動回路２と、走査線Ｇ1
～Ｇnを駆動する走査線駆動回路３とを備えている。信
号線Ｓ1～Ｓn、走査線Ｇ1～Ｇnおよび表示画素部で画素
アレイ部４を構成している。
【００１０】Ｘ方向に配置される表示画素部の各列ごと
に複数の走査線が設けられる。図１では、Ｘ方向に配置
される表示画素部の各列ごとに、２本の走査線Ｇ（2i-
1)，Ｇ（2i）（ｉ＝1,2,・・・・,n）を設ける例を示してい
る。
【００１１】Ｘ方向に隣接配置される３個の表示画素部
（１１～１３）、（１４～１６）、（２１～２３）、
（２４～２６）、・・・、（（ｍ－２）～ｍ）等を組と
して、各組の３個の表示画素部１に接続される信号線は
同一の接続端子からのデータが供給される。より具体的
には、各信号線は、各組の複数の表示画素部１それぞれ
に対応する接続配線ＣＬから枝分かれしてなる。
【００１２】このように、信号線駆動回路２と画素アレ
イ部４の信号線とを接続する接続配線ＣＬを複数の表示
画素部１で共用するため、接続配線ＣＬの数を削減でき
る。したがって、表示解像度を高くしても、接続配線Ｃ
Ｌの数が増えなくなり、信号線駆動回路２内のドライバ
１０の数も減らせ、製造コストの削減と消費電力の低減
が図れる。
【００１３】本実施形態では、同一画素を構成する異な
る色（ＲＧＢ）の３個の表示画素を組にしている。すな
わち、同一画素の赤（Ｒ）色用、緑（Ｇ）色用、青
（Ｂ）色用の表示画素を同一の組にしている。
【００１４】図２は表示画素部ij（ｉ＝１，２、・・
・、n  ｊ＝１，２、・・・ｍ）の内部構成を示すブロ
ック図である。図示のように、各表示画素部ijは、画素
電極５と、画素電極に対向配置される対向電極と、これ
ら電極間に保持される液晶層とからなる表示素子と、画
素電極５に接続し信号電圧を保持する補助容量と、画素
電極５に接続される書き込みＴＦＴ６と、書き込みＴＦ
Ｔ６のゲート電圧を制御するデコーダ部７とを有する。
【００１５】デコーダ部７は、２本の走査線Ｇ(2i-1)、
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G(2i)の論理に応じた信号を出力する。例えば、図１の
同一組の表示画素部１１～１３について検討すると、２
本の走査線Ｇ１、Ｇ２の論理が(0,1)のとき、同一組内
の３個の表示画素部１１～１３のうち、左側の表示画素
部１１のデコーダ部７が「１」を出力し、この表示画素
部１１の表示が行われる。
【００１６】また、２本の走査線Ｇ１，Ｇ２の論理が
(1,0)のとき、同一組内の３個の表示画素部１１～１３
のうち、中央の表示画素部１２のデコーダ部７が「１」
を出力し、この表示画素部１２の表示が行われる。
【００１７】また、２本の走査線Ｇ１，Ｇ２の論理が
(1,1)のとき、同一組内の３個の表示画素部１１～１３
のうち、右側の表示画素部１３のデコーダ部７が「１」
を出力し、この表示画素部１３の表示が行われる。
【００１８】また、２本の走査線の論理が(0,0)のと
き、同一組内のすべての表示画素部１１～１３が非選択
になる。
【００１９】図３は図１の表示タイミング図である。図
示のように、一水平期間の間に３つの表示期間D1,D2,D3
が設けられる。最初の表示期間Ｄ１では、対応する行の
走査線の論理が（０，１）となり、Ｘ方向に配置された
各組内の左側の表示画素部１１，１４，１７等の表示
（例えば赤色表示）が行われ、次の表示期間Ｄ２では、
対応する行の走査線の論理が（０，１）となり、各組内
の中央の表示画素部１２，１５，１８等の表示（例えば
緑色表示）が行われ、最後の表示期間Ｄ３では、対応す
る行の走査線の論理が（１，１）となり、各組内の右側
の表示画素部１３，１６等の表示（例えば青色表示）が
行われる。
【００２０】一水平期間の表示が終わると、表示を行っ
たライン（iライン）の次のライン（i＋１ライン）につ
いて、同様に３つの表示期間に分けて表示が行われる。
【００２１】このように、本実施形態では、表示画素部
ijの内部にデコーダ部７を設け、複数の走査線の論理に
応じて信号線からのデータを取り込むようにしたため、
複数の表示画素部で同一の接続配線ＣＬを共用できる。
【００２２】例えば、従来は、ｎ×ｍ表示画素を有する
表示装置期間の表示を行うために、信号線数ｍと同数の
接続配線ＣＬが必要であったが、本実施形態によれば、
複数の信号線で接続配線ＣＬを共有するので、配線数を
削減することが可能となる。例えば上述のように３本の
信号線で接続配線ＣＬを共有する場合には、接続配線数
を1/3とすることができる。
【００２３】このため、信号線駆動回路２の内部構成を
簡略化できることから製造コストを削減でき、かつ配線
間のピッチを大きくできることから歩留まりの向上が図
れる。
【００２４】なお、本実施形態によれば、水平期間を３
分割して画素にデータを書き込むため、従来よりも画素
の書き込みに時間が短くなるが、ポリシリコンＴＦＴ等
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の移動度の高いＴＦＴを用いれば、特に問題は起きな
い。
【００２５】（第２の実施形態）第２の実施形態は、組
となる複数の表示画素部ごとに信号線を配置することを
特徴とする。
【００２６】図４は本発明に係る表示装置の第２の実施
形態である液晶表示装置の概略構成を示すブロック図で
ある。本実施形態においては、信号線駆動回路は駆動回
路基板上に配置され、表示パネルと駆動回路基板とはフ
レキシブル配線基板を介して接続される。信号線駆動回
路の各出力は、接続配線CLを介して対応する信号線に供
給される。
【００２７】図４の液晶表示装置は、３個の表示画素部
（１１～１３）、（１４～１６）、（２１～２３）、
（２４～２６）等を組として、各組ごとに一本ずつ信号
線を配置している。表示画素部１の内部構成は図２と同
様である。同一組内の３個の表示画素部（１１～１
３）、（１４～１６）、（２１～２３）、（２４～２
６）等はそれぞれ、対応する信号線に接続されている。
各表示画素部１とも、デコーダ部７の出力に基づいて、
対応する信号線のデータを取り込むか否かを選択する。
【００２８】このように、複数の表示画素部１で一本の
信号線を共用するため、隣接する信号線同士のピッチを
広げることができる。また、信号線駆動回路を外部基板
上に配置する場合には接続端子数を削減することがで
き、実装が容易になる。信号線駆動回路２内のドライバ
の数も低減できることから、製造コストも削減できる。
【００２９】（第３の実施形態）第３の実施形態は、面
積階調表示を行う際に信号線の本数を減らすものであ
る。
【００３０】図５は本発明に係る表示装置の第３の実施
形態における液晶表示装置の概略構成を示すブロック図
である。本実施形態においては、信号線駆動回路は駆動
回路基板と表示パネルとを接続するフレキシブル配線上
にICとして配置され、信号線駆動回路の各出力は、接続
配線CLを介して対応する信号線に供給される。
【００３１】図５の液晶表示装置内の画素アレイ部４
は、面積階調表示を行う複数の表示画素部を有する。各
表示画素部は、面積の異なる複数の（例えば、図５では
３つの）副画素部（３１～３３）、（３４～３６）、
（３７～３９）、（４１～４３）、（４４～４６）、
（４７～４９）等を有する。各副画素部は、メモリ部５
１と、書き込みＴＦＴ６と、デコーダ部７とを有する。
【００３２】図５では、赤色に対応する３つの副画素
（３１～３３）、（４１～４３）と、緑色に対応する３
つの副画素（３４～３６）、（４４～４６）と、青色に
対応する３つの副画素（３７～３９）、（４７～４９）
とを示しており、これら９個の副画素で一画素が構成さ
れる。すなわち、図５には、２画素分の構造が図示され
ている。
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【００３３】同一の表示画素部１内の各デコーダ部７に
は、複数の走査線（例えば、図５では２本の走査線（Ｇ
１，Ｇ２）、（Ｇ３，Ｇ４）が接続されている。各デコ
ーダ部７は、複数の走査線の論理に応じた信号を出力す
る。各デコーダ部７の出力は、対応する書き込みＴＦＴ
６のゲート端子に入力される。
【００３４】同一の表示画素部１内の各書き込みＴＦＴ
６のドレイン端子は、同一の信号線に接続されており、
書き込みＴＦＴ６がオンすると、信号線のデータが対応
するメモリ部５１に書き込まれる。
【００３５】例えば、図５の２本の走査線Ｇ１，Ｇ２が
(0,1)のときは副画素部３１、３４，３７の表示が行わ
れ、走査線Ｇ１，Ｇ２が(1,0)のときは副画素部３２，
３５，３８の表示が行われ、走査線が(1,1)のときは副
画素部３３，３６，３９９の表示が行われる。
【００３６】図６は図５の表示タイミング図である。図
示のように、一水平書込期間の間に３つの表示期間D1,D
2,D3が設けられ、最初の表示期間Ｄ１では、対応する行
の走査線の論理が（０，１）となり、X方向に配置され
た表示画素部内の図の左側の副画素部３１、３４、３７
等へのデータ書込みがが行われ、次の表示期間Ｄ２で
は、対応する行の走査線の論理が（１，０）となり、X
方向に配置された表示画素部内の図の中央の副画素部３
２，３５、３８等へのデータ書込みが行われ、次の表示
期間Ｄ３では、対応する行の走査線の論理が（１，１）
となり、X方向に配置された表示画素部内の図の右側の
副画素部３３，３６，３９等へのデータ書込みが行われ
る。このように、面積階調表示を行う際表示面積の小さ
い副画素部から書込みを行うことにより、良好な表示画
像を得ることができる。
【００３７】このように、第３の実施形態では、各副画
素ごとにデコーダ部７を設けるため、複数の副画素で信
号線を共用でき、信号線の本数を削減できる。
【００３８】図７は図５の変形例を示す面積階調方式の
表示装置の概略構成を示すブロック図である。図７の表
示装置は、副画素部（３１～３３）、（３４～３６）、
（３７～３９）、（４１～４３）、（４４～４６）、
（４７～４９）等の内部構成が図５と異なっている。図
７の副画素部は、メモリ部５１と、書き込みＴＦＴ６
と、ＡＮＤゲート５２と、デコーダ部７とを有する。
【００３９】デコーダ部７は、２本の制御信号（Ｃ１，
Ｃ２）の論理に応じた信号を出力する。ＡＮＤゲート５
２は、デコーダ部７の出力と走査線Ｇ１～Ｇ３との論理
積を演算する。ＡＮＤゲート５２の出力は書き込みＴＦ
Ｔ６のゲート端子に入力される。つまり時分割を行う制
御信号Ｃ１，Ｃ２は全画素共通に配線され、この制御信
号と走査線へ供給される走査信号との組合せにより各副
画素が駆動される。
【００４０】例えば、制御信号Ｃ１，Ｃ２が(0,1)であ
れば副画素３１，３４，３７、・・・の列が選択され、
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制御信号が(1,0)であれば副画素３２，３５，３８、・
・・の列が選択され、制御信号が(1,1)であれば副画素
３３，３６，３９、・・・の列が選択される。そして、
走査信号で選択された行において制御信号Ｃ１、Ｃ２で
制御される画素が表示を行う。
【００４１】図７の表示装置の場合も、各副画素部ごと
にデコーダ部７を設けるため、複数の副画素部で信号線
を共用でき、信号線の本数を削減できる。
【００４２】なお、図５および図７では、複数の副画素
部ごとに信号線を配置する例を示したが、図１と同様
に、各副画素に対応する信号線を設け、信号線駆動回路
との接続部において、共通の接続配線ＣＬに接続するも
のであってもよい。
【００４３】上述した各実施形態では、本発明の表示装
置を液晶表示装置に適用した例を説明したが、本発明は
ＥＬ（electro  luminescence）表示装置にも適用可能
である。ＥＬ表示装置の全体構成は、図１や図４や図５
のブロック図と同様である。
【００４４】図８はＥＬ表示装置の表示画素部の内部構
成を示すブロック図である。図８の表示画素部は、書き
込みＴＦＴ６と、書き込みＴＦＴ６のゲート電圧を制御
するデコーダ部７と、駆動ＴＦＴ５３と、有機ＥＬ発光
部５４とを有する。この有機EL発光部が表示素子として
機能する。
【００４５】デコーダ部７は、複数の走査線の論理に応
じて、書き込みＴＦＴ６をオンするか否かを選択する。
書き込みＴＦＴ６がオンすると、信号線のデータが駆動
ＴＦＴ５３のゲート端子に供給され、そのゲート電圧に
応じて有機ＥＬ発光部５４が発光する。 *

8
*【００４６】
【発明の効果】以上詳細に説明したように、本発明によ
れば、複数の表示素子が接続配線を共用するため、接続
配線の数を削減できる。また、信号線駆動回路の実装が
容易になるとともに、信号線駆動回路内の構成も簡略化
でき、部品コストの削減と消費電力の低減が図れる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る表示装置の第１の実施形態である
液晶表示装置の概略構成を示すブロック図。
【図２】表示画素部の内部構成を示すブロック図。
【図３】図１の表示タイミング図。
【図４】本発明に係る表示装置の第２の実施形態である
液晶表示装置の概略構成を示すブロック図。
【図５】本発明に係る表示装置の第３の実施形態におけ
る液晶表示装置の概略構成を示すブロック図。
【図６】図５の表示タイミング図。
【図７】図５の変形例を示す面積階調方式の表示装置の
概略構成を示すブロック図。
【図８】ＥＬ表示装置の表示画素部の内部構成を示すブ
ロック図。
【符号の説明】
１  表示画素部
２  信号線駆動回路
３  走査線駆動回路
４  画素アレイ部
５  画素電極
６  書き込みＴＦＴ
７  デコーダ部

【図２】 【図８】
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【図３】



(8) 特開２００３－２５５９０３

【図４】
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【図５】
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【図６】
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